
血液成分を背景に上皮性細胞集塊が多数採取されている。これらの上皮性細胞は小〜中型で、比較的狭

い好塩基性と楕円形核を有する。核形態は比較的斉一でバラつきは少ないが、胸腔内より大型の上皮性細

胞集塊が多数採取されること自体異常であり、上皮性悪性腫瘍の可能性が第一に考えられる。細胞由来を

同定する形態的特徴に乏しく、細胞診のみで由来を特定することは困難である。

所見

前胸部腫瘤から採取された上皮性細胞には強い異型を認めませんが、胸腔内から大型の上皮性細胞集塊

が採取されること自体異常であり、上皮性悪性腫瘍が第一に考えられます。画像検査により発生部位が肺で

あれば肺腺癌と考えられますが、肺以外（前縦隔）である場合には異所性甲状腺癌や胸腺癌などが鑑別診

断として挙げられます。
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